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砂漠など乾燥条件下で生育する植物は、生理的・形態的に多様な適応戦略を有している。カラハリ砂漠に

自生する野生スイカ（Citrullus lanatus L.）は、ストレスに応答して地下の根系を発達させ、水分獲得

能力を向上させる。野生スイカの根タンパク質を用いたプロオーム解析により得られたRan GTPase（CLRan

）の遺伝子を他植物に導入すると、主根の生長が促進される。本研究では、CLRanによる根の生長促進メ

カニズムを明らかにすることを目的として、アミノ酸点変異によりRanを常時活性化または不活性化した

変異遺伝子を導入したシロイヌナズナを作出した。本実験では、CLRan1タンパク質の19位のGlyをValに置

換したGTP結合型である活性型遺伝子（G19V）および24位のThrをAsnに置換したGDP結合型である不活性型

遺伝子（T24N）を作成した。G19V植物体およびT24N植物体それぞれ3ラインに加え、CLRan1遺伝子が導入

されたシロイヌナズナ（CLRan1植物体）2ラインをMS培地で生育させた。CLRan1植物体は、以前の研究で

Ranの蓄積量の高いラインで主根の生長促進効果があった。また、Ranの蓄積量と主根の生長促進の程度に

は相関があるように思われた。これらの植物体について9日間斜面培養を行った結果、G19V植物体および

T24N植物体はコントロールと比較して有意に主根の生長が促進されていた。CLRan1植物体は、今回の実験

においても主根の生長促進を見出すことができた。この結果は、CLRanのアミノ酸置換による活性化状態

の変化に依存しないシグナル系により、生長促進効果がもたらされていることを示している。 
                                        

※ 成果の公表を見合わせる必要がある場合は、その理由及び差し控え期間等を記入した調書(A4 判縦長横書 1 枚)を  

添付すること。 
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